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「美術1」もQRコンテンツが大充実！
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「美術2」
QRコンテンツ一覧

技法動画  鉛筆の削り方 P.71

［全22本］
 鉛筆の持ち方 P.71

 鉛筆でグラデーションをつくる （1ますごとのグラデーション） P.71

 鉛筆でグラデーションをつくる （ひと続きのグラデーション） P.71

 練りゴムの使い方 P.71

 ぼかし方の基本 P.71

 鉛筆で静物を描く（鉛筆でリンゴを描く） P.71

 鉛筆で静物を描く（鉛筆で質感の異なるものを描く） P.71

 鉛筆で石膏像を描く P.71

 鉛筆で手を描く P.71

 身近なものをパステルで描く P.72

 パステルで描く　粉にして指で描く P.72

 水墨画のさまざまな技法 P.72

 水彩絵の具で風景を描く P.72

 油絵の具で静物を描く P.72

 油絵の具の片づけの手順 P.72

 アクリルガッシュでポスターを制作する P.72

 日本画の絵の具で花を描く P.72

 多版多色刷木版の手順 P.72

 ドライポイントの手順 P.72

 粘土で手の彫刻をつくる P.73

 レタリングの手順 P.73 

解説動画 用語解説「琳派」 P.16

［全16本］
 用語解説「ルネサンス」 P.74

 用語解説「印象派」 P.74 

 用語解説「ジャポニスム」 P.74

 用語解説「ポスト印象派」 P.75

 用語解説「キュビスム」 P.75

 用語解説「シュルレアリスム」 P.75

 作家解説「レオナルド・ダ・ヴィンチ」 P.74

 作家解説「クロード・モネ」 P.74

 作家解説「葛飾北斎」 P.74

 作家解説「フィンセント・ファン・ゴッホ」 P.75

 作家解説「パブロ・ピカソ」 P.75

 作品解説「動植綵絵」（伊藤若冲） P.12

 作品解説「ノートル・ダム・デュ・オー礼拝堂」（ル・コルビュジエ） P.49

 作品解説「システィーナ礼拝堂」（ミケランジェロ・ブオナローティ） P.74

 作品解説「グランド・ジャット島の日曜日の午後」（ジョルジュ・スーラ） P.75

項目 QRコード掲載ページ 項目 QRコード掲載ページ

色の資料 三原色体感ツール P.73

［全5本］
 色の三属性と色立体（動画） P.73

 色の対比（動画） P.73

 色の同化（動画） P.73

 さまざまな配色の例（静止画） P.73

全国の  心の中の風景を描く P.6

高校生の作品 生き物を表す P.10
［約600点］

 人物を描く P.18

 素材と向き合う P.20

 版表現の可能性 P.24

 写真表現の可能性 P.62

作家・作品 作品動画「時計の捨象 #02」 P.31

関連動画 J・M・ウィリアム・ターナーのスケッチブック P.36
［全8本］

 青木野枝のスケッチブック P.38

 須藤玲子のノート P.41

 「Osaka Metro」ロゴマークの動画 P.51

 作品関連動画「Sphere」 P.66

 作品動画「AI Evolution」 P.66

 作品動画「世界のクリスマス」 P.68

美術史用語 美術史用語 P.75

［全42項目］

学習を支える 鑑賞図版「動植綵絵」全30幅 P.12

資料 発想を広げるツール　10種（PDF、JPG） P.73
［全3本］

 鑑賞を広げる言葉集（PDF） P.73 

学習に役立つ 「Pixel Forest Turicum」について詳しく知ろう P.22

リンク 目［mé］公式サイト P.22
［全10リンク］

 「Crossing #03」について詳しく知ろう P.28

 さまざまな椅子を見てみよう（武蔵野美術大学 美術館・図書館 ） P.44

 「ヤフー防災模試」公式サイト P.54

 「Machine HallucinationsーNature Dreams」について詳しく知ろう P.61、66

 スティーブン・ギル 公式サイト P.62

 アンドレアス・グルスキー 公式サイト P.62

 青森大学男子新体操部の演出について詳しく知ろう P.66

 「LOST CORNER AR LIVE in HARAKADO」について詳しく知ろう P.66

年 組 名前

表紙：雪の上の影
クスノキ、大理石、彩色
高さ129cm

2002年 

札
さっぽろ

幌芸術の森美術館蔵（北海道）
舟
ふな

越
こし

 桂
かつら

［1951～2024 岩手県出身］

作者である舟越は、生涯を通して、「人間の存在」
をテーマに制作を行った。彩色したクスノキに大
理石の目をはめ込んだ半身像で知られる。表紙の
作品は、母娘の姿を表しており、一体化した胴体は
互いに支え合っているかのようにも見える。P.33

にも舟越の作品が掲載されているので、見てみよう。

アトリエで制作する舟越。
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著作者
酒井忠康 ［美術評論家］

伊藤有壱 ［アニメーション作家・東京藝術大学大学院教授］

岩佐まゆみ ［大分大学教育学部附属中学校指導教諭］

上野行一 ［元高知大学教授］

O JUN ［画家・東京藝術大学名誉教授］

川上典李子 ［デザインジャーナリスト・21_21 DESIGN SIGHT アソシエイトディレクター］

川村真司 ［クリエイティブディレクター］

柴田文江 ［プロダクトデザイナー・多摩美術大学教授］

菅沼 聖  ［山口情報芸術センター社会連携担当］

杉戸 洋 ［画家・東京藝術大学教授］

鈴木雅之 ［宮城県柴田郡大河原町立大河原中学校教頭］

タカザワケンジ ［写真評論家］

立川公子 ［神奈川県立相模原中等教育学校教諭］

丹羽 裕 ［宮城県鹿島台商業高等学校校長］

直江俊雄 ［筑波大学教授］

中島千波 ［日本画家・東京藝術大学名誉教授］

名取和幸 ［色彩学研究者・一般財団法人日本色彩研究所理事長］

藤原えりみ ［美術ジャーナリスト］

保坂健二朗 ［滋賀県立美術館ディレクター］

三沢厚彦 ［彫刻家・武蔵野美術大学教授］

水沢 勉 ［美術評論家・女子美術大学客員教授］

森山明子 ［神戸芸術工科大学副学長・同大学大学院教授］

安村敏信 ［一般財団法人北斎館館長］

渡辺晋輔 ［三菱一号館美術館学芸グループ長］

カラーユニバーサルデザインに関する校閲
市原恭代 ［工学院大学准教授・NPO法人カラーユニバーサルデザイン機構（CUDO）理事］

特別支援教育に関する校閲
氏間和仁 ［広島大学大学院教授］

編集協力 後藤 晋 ［元岡山県立岡山芳泉高等学校教諭］

 照屋詩子 ［東京都立片倉高等学校教諭］

 別所洋輝 ［岐阜県立加納高等学校教諭］

光村図書出版株式会社編集部

デザイン ThereThere
撮影 竹達照夫、永野雅子
イラスト 海道建太、SANDER STUDIO
映像制作 美術映像プロジェクツ、松元直孝

協力
岩﨑拓也、岩永修一、小能一樹、武井祥平、中村美穂、根本寛子、藤田麻希、水野栞太郎、宮坂省吾
青木野枝ANOMALY, Tokyo、朝倉染布、朝日新聞フォトアーカイブ、アテネ、アフロ、今治タオル工業組合、太田市美術館・図書館、鹿島建設、加山、
Carl Hansen & Søn、北アルプス国際芸術祭、ゲッティイメージズ、甲子化学工業、サイネットフォト、Shutterstock、青幻舎、仙台育英学園高等学校、
DNPアートコミュニケーションズ、東京国立近代美術館、東京都福祉保健局、トヨタ自動車、日本デザイン振興会、日本デザインセンター、ピクスタ、ビ
ヨンド、FRITZ HANSEN、平凡社、便利堂、本田技研工業、メトロポリタンギャラリー、ヤフー防災模試 /LINEヤフー、ユニフォトプレスインターナショナル
表紙 撮影：佐藤雅英 協力：西村画廊　P.9 扉をあければ 写真提供：ケンジタキギャラリー　P.16 JAPAN ©Ikko Tanaka/licensed by DNPartcom　
P.17 千羽鶴　P.26 かくす　P.32 クォ・ヴァディス、黒地に白　P.33 線よりPhoto: MOMAT/DNPartcom　P.17 鶴下絵三十六歌仙和歌巻 国
立文化財機構所蔵品統合検索システム　P.18-19 Chlorosis（Love sick） Copyright: Marlene Dumas 2025 ©Photo Scala, Florence, Digital 
image, The Museum of Modern Art, New York/Scala, Florence　P.21 燃えたキープ Cecilia Vicuña, Burnt Quipu, 2018. Installation view, UC 
Berkeley Art Museum & Pacific Film Archive, Cecilia Vicuña: About to Happen, July 11-October 14, 2018. Photo: Johnna Arnold, courtesy 
of BAMPFA. ©2024 Cecilia Vicuña　P.30 アニマリス・プラウデンス・ヴェーラ Media Force　P.33 冬の本 協力：西村画廊　P.35 フィンセント・
ファン・ゴッホのスケッチブック　P.36-37 ヒマワリのスケッチ Van Gogh Museum, Amsterdam (Vincent van Gogh Foundation)　P.36 バレエ
「火の鳥」のためのスケッチ ©Centre Pompidou, MNAM-CCI, Dist. Grand Palais Rmn/Janeth Rodriguez-Garcia/distributed by AMF　P.38 
ノートブック ©Succession Alberto Giacometti/JASPAR,Tokyo,2025　P.39 「西の風」のアイデア ©The Henry Moore Foundation/JASPAR 
(2025). Photo: AGO　P.43 ヴィトラ・デザイン・ミュージアムの椅子のコレクション ©Hook Film Zurich　P.44 ハンス・ウェグナーのポートレー
ト写真 ©Jacob Maarbjerg/Ritzau Scanpix/AFP　P.45 イームズシェルチェア Image courtesy of Herman Miller　P.48 サヴォア邸のスケッチ 
General perspective of the Villa Savoye seen from the sky below with silhouettes and vegetation/Black pencil on medium tracing paper/
neither signed nor dated/100×71cm/FLC 33493　P.49 国立西洋美術館 写真提供：国立西洋美術館　P.50 対岸から見たM+ ©Virgile 
Simon Bertrand. All rights not specifically granted in writing, including copyright, remain the exclusive property of Virgile Simon Bertrand.　
P.58 自動式電気釡 画像提供：東芝 協力：東芝ライフスタイル 変形の家具 Side2 2025 ©Photo Scala, Florence, Digital image, The Museum 
of Modern Art, New York/Scala, Florence　P.59 デザインのテレビ番組 写真提供 NHK　P.61、69 Machine Hallucinations―Nature Dreams 
Courtesy of Refik Anadol Studio　P.62 Untitled Film Still #21 ©Cindy Sherman Courtesy the artist and Hauser & Wirth 『Coexistence』よ
り Coexistence, 2011©Stephen Gill　P.63 サンパウロ、セー駅 Courtesy: Sprüth Magers　P.64 Responsibility II, Protection II Courtesy of 
Artist and Maât Gallery　P.67 コンサートの様子 Paul White
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作家解説
作家の生涯や代表作などを、わかりやすく解説しています。

・ レオナルド・ダ・ヴィンチ（P.74）

・ クロード・モネ（P.74）

・ 葛
かつ

飾
しか

北
ほく

斎
さい

（P.74）

・ フィンセント・ファン・ゴッホ（P.75）

・ パブロ・ピカソ（P.75）

全5本
美術史用語解説

重要な美術史用語を簡潔に解説しています。

・ 琳
りん

派
ぱ

（P.16）

・ ルネサンス（P.74）

・ 印象派（P.74）

・ ジャポニスム（P.74）

・ ポスト印象派（P.75）

・ キュビスム（P.75）

・ シュルレアリスム（P.75）

全7本

作品解説

・ 動植綵絵（伊藤若冲）（P.12）

・ ノートル・ダム・デュ・オー礼拝堂
 （ル・コルビュジエ）（P.49）

・ システィーナ礼拝堂
 （ミケランジェロ・ブオナローティ）（P.74）

・ グランド・ジャット島の日曜日の午後
 （ジョルジュ・スーラ）（P.75）

作品が描かれた背景や、作家の表現の工夫などを詳しく解説しています。

全4本

鑑賞を深める

解説動画一覧

作家・作品関連動画

クロード・モネ
（P.74）
モネの生涯と
表現の特徴を紹介。sander_01 sander_02 sander_03 sander_04 sander_05 sander_06 sander_07 sander_08

以下のイラストは、教科書で使用したものです。空いているスペースなどに適宜お使いいただいても問題ありません。

教科書P.35～42「作家のスケッチブック」に掲載した
スケッチブックの、他のページを鑑賞できます。

J・M・ウィリアム・ターナーの
スケッチブック（P.36）

sander_01 sander_02 sander_03 sander_04 sander_05 sander_06 sander_07 sander_08

以下のイラストは、教科書で使用したものです。空いているスペースなどに適宜お使いいただいても問題ありません。

作家
の

スケッ
チ

ブック

「Sphere」
（P.66）

「AI Evolution」
（P.66）

「Osaka Metro」
ロゴマークの動画

（P.51）

「世界のクリスマス」
（P.68）

「時計の捨
し ゃ

象
しょう

 #02」
（P.31）

ぐっと拡大して細部の表現を紹介。

飾られていた当時の配置をCGで再現。

作品解説 「動
ど う

植
しょく

綵
さ い

絵
え

」伊
い

藤
と う

若
じゃく

冲
ちゅう

（P.12）

作品の緻密な描写や色彩の特徴、制作の背景をわかりやすく解説した動画です。

青
あ お

木
き

野
の

枝
え

のスケッチブック（P.38）

須
す

藤
ど う

玲
れ い

子
こ

のノート
（P.41）

高校生に知ってほしい美術史用語、作家や作品を 5分で解説しました。
作品が生まれた背景や、作家の表現の工夫がよくわかります。解説動画 全16本

掲載作品をより詳細に鑑賞できる動画を用意しました。全8本

｜作品の動きがよくわかる！｜

｜映像作品をフルサイズで視聴できる！｜

教科書紙面と併せて活用することで
鑑賞がぐっと深まる動画を、多数用意しました。

重要事項を
5分で解説！

作家の発想の過程が
よくわかるね！
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他にも学びを深めるコンテンツが多数！　詳しくは裏表紙の一覧表をご覧ください。

油絵の具で
静物を描く（P.72）パレットの使い方から

丁寧に解説
重要な箇所には解説の
テロップが入り、手元を
アップで確認できます。

P.72「学習を支える資料一覧」

よく使う
技法を
網羅！

鉛筆の持ち方
（P.71）

練りゴムの使い方
（P.71）

鉛筆で石
せっ

膏
こう

像
ぞう

を描く
（P.71）

鉛筆で手を描く
（P.71）

身近なものを
パステルで描く
（P.72）

油絵の具の片づけの手順
（P.72）

アクリルガッシュで
ポスターを制作する
（P.72）

日本画の絵の具で
花を描く
（P.72）

多版多色刷木版の手順
（P.72）

ドライポイントの手順
（P.72）

レタリングの手順
（P.73）

sander_01 sander_02 sander_03 sander_04 sander_05 sander_06 sander_07 sander_08

以下のイラストは、教科書で使用したものです。空いているスペースなどに適宜お使いいただいても問題ありません。

色の三属性と
色立体
（P.73）

色の対比・
同化
（P.73）

動画

さまざまな配色のポスター作品の
例を参照できます。

さまざまな
配色の例 （P.73）

全国の高校生の作品を集めました。
授業の中で、参考作品として
ご活用ください。

全国の多彩な
生徒作品

全作品に作者の言葉
を掲載。生徒の発想・
構想の過程や、作品
に込めた思いなどを
知ることができます。

人物を描く
（P.18）

「人物を描く」の一部

あかり

キャンヴァス、油彩∕100×80cm∕2022年
∕群⾺県∕⾼校∕2年

弟

キャンヴァス、⽔彩∕140×140cm∕2024
年∕⾹川県∕⾼校∕3年

僕の卓球

キャンヴァス、油彩∕72.5×91cm∕宮崎県
∕⾼校∕1年

⼣暮れ時

キャンヴァス、アクリル、油彩∕
116.7×91cm∕宮崎県∕⾼校∕1年

⽣まれてみたいから⽣まれてきただけ

油彩∕91×116.7cm∕岡⼭県∕⾼校∕3年

ふぇいす

キャンヴァス、油彩∕162×130.3cm∕熊本
県∕⾼校∕3年

⻘春の光と影と、―

アクリル、油彩∕191×117cm∕岐⾩県∕⾼
校∕3年

光の⼀輪

油彩∕116.7×91cm∕埼⽟県∕⾼校∕2年

まま、あのね

キャンヴァス、油彩∕116.7×91cm∕埼⽟
県∕⾼校∕3年

思いをはせて

油彩∕91×73cm∕北海道∕⾼校∕2年

想到シンドローム

キャンヴァス、油彩∕116.7×91cm∕埼⽟
県∕⾼校∕2年

追想

ペン、アクリル∕103×72.8cm∕徳島県∕
⾼校∕2年

もっと⾒る

ペン、アクリル∕103×72.8cm∕徳島県∕

掲載作品数

約600点!

教科書P.71～75「学習を支える資料一覧」のQRコードから、
技法動画や色の資料など、
さまざまなコンテンツにアクセスすることができます。

表現を支える
三原色体感ツール（P.73）

画面上で三原色を動かして、
加法混色・減法混色の仕組みを
学べるツールです。

色料の三原色色光の三原色

触って体感！

他にも多数の技法動画を
用意しています！

全5本 色への理解が深まるオリジナルコンテンツを用意しました。
鑑賞と表現、どちらの学習にも役立ちます。色の資料

全22本技法動画 高校美術でよく使われる
技法を丁寧に解説しました。

技法動画（一部）

「色の対比」より
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フィンセント・ファン・ゴッホ
（P.22）

作家解説

「美術1」もQRコンテンツが大充実!
3 8光村 美Ⅰ 0 3 8 - 9 0 1

1ますごとのグラデーション
（P.82）

鉛筆の削り方
（P.81）

鉛筆で質感の異なるものを描く
（P.84）

水彩絵の具で風景を描く
（P.90）

水墨画のさまざまな技法
（P.26）

粘土で手の彫刻をつくる
（P.102）

「美術1」
QRコンテンツ一覧

ＱＲコンテンツのトップページに
リンクしています。

複数の分野を関連づけて
見ることができる美術史年表です。

中
なか

島
じま

千
ち

波
なみ

 花のスケッチ
（P.6）

色の三属性と色立体
（P.120）

年 代 一般史
日本美術史

（P.46～47）

時代 作品

デザイン史
（P.64～65）

写真史
（P.76～77）

映像表現史
（P.78～79）

雪舟は本場の中国に
渡って水墨画を
学んだんだ。

西洋美術史
（P.42～44）

20世紀後半以降の美術
（P.45）

前3000～

前2000～

前1000～

0～

100～

200～

300～

400～

500～

600～

700～

800～

900～

1000～

1100～

1200～

1300～

1400～

1500～

1600～

1700～

1800～

1900～

2000～

前3000年頃　エジプトで統一国家が誕生する
前2550年頃　クフ王のピラミッドが造営される
前1500年頃　ヘブライ人（ユダヤ人）がパレスティナに定住する
前1200年頃　「海の民」の移動が始まる
前800年頃　ギリシャでポリスが成立する
前334年　アレクサンドロス王が東方遠征を開始する
前6年頃　キリスト教の祖、イエスが誕生する

64年　ネロ帝によるキリスト教迫害が起こる
96年　ローマで五賢帝時代が始まる

116年　ローマの帝国領が最大版図となる
135年　ハドリアヌス帝がユダヤ民族をエルサレムから追放する

212年　カラカラ帝が、帝国内の全自由民に
　　　　ローマ市民権を付与する

313年　キリスト教が公認される
376年頃　ゲルマン民族の移動が始まる
395年　ローマ帝国が東西に分裂する
476年　西ローマ帝国が滅亡する
481年　フランク王国が建国される

527年　ユスティニアヌス１世がビザンティン
　　　　帝国皇帝に即位する

610年頃　イスラム教が成立する

751年　フランク王国でカロリング朝が成立する
787年頃　ヴァイキングがブリテン島に侵入する

800年　カール大帝が西ローマ帝国皇帝として戴冠する
867年　ビザンティン帝国でマケドニア朝が成立する

962年　神聖ローマ帝国が成立する

1066年　ノルマン人がイングランドを征服する
1096年　第1回十字軍遠征が開始される

1167年　ロンバルディア都市同盟が成立する
1198年　教皇インノケンティウス3世が即位する

1204年　第4回十字軍がコンスタンティノープルを占領する

1300年頃　オスマン帝国が成立する
1337年　百年戦争が起こる
1378年　教会大分裂が起こる

1434年　メディチ家の老コジモがフィレンツェ共和国の
　　　　　支配を確立する
1453年　ビザンティン帝国が滅亡する

1517年　ドイツで宗教改革が始まる
1568年　オランダ独立戦争が起こる

1602年　オランダが東インド会社を設立する
1642年　イギリスで清教徒革命が起こる
1665年　ニュートンが万有引力の法則を発見する

1715年　ルイ14世が逝去する

1748年　ポンペイの遺跡が発掘される
1762年　ルソー『社会契約論』が刊行される
1789年　フランス革命が起こる
1798年　ナポレオンがエジプト遠征を行う

1804年　ナポレオンが皇帝に即位する

1814年 ウィーン会議が行われる

1821年　ギリシャ独立戦争が起こる

1830年　フランス7月革命が起こり、7月王政が成立する
1837年　ヴィクトリア女王が即位する

1848年　フランス２月革命が起こり、第二共和政が成立する
ドイツ・オーストリアで三月革が起こる

1851年　ロンドンで万国博覧会が開催される
1855年　パリで万国博覧会開催が開催される
1858年　欧米５カ国と日本が通商条約を締結する

1861年　イタリア王国が成立する
1867年　マルクス『資本論』が刊行される
1870年　普仏戦争が起こる
1871年　ドイツ帝国が成立する

パリ・コミューンが成立する

1889年　エッフェル塔が完成する

1891年　シベリア鉄道の建設が開始される
1895年　レントゲンがX線を発見する

1900年　パリに地下鉄が開通する
1903年　ライト兄弟が初飛行を行う
1904年　日露戦争が勃発する

1910年　メキシコ革命が起こる

1914年　第一次世界大戦が勃発する

1917年　ロシアでソビエト政府が成立する
1919年　ヴェルサイユ条約が締結される
1920年　国際連盟が成立する

1922年　イタリアでファシスト党内閣が成立する

1929年　世界大恐慌が起こる
ニューヨーク近代美術館が開館する

1933年　ドイツでヒトラー内閣が成立する
1936年　スペイン内戦が勃発する

1939年　第二次世界大戦が勃発する
1940年　フランスがドイツに降伏する
1945年　広島・長崎に原子爆弾が投下される

第二次世界大戦が終結する
1948年　イスラエルが建国される
1950年　朝鮮戦争が勃発する

1954年　アメリカでカラーテレビの本放送が開始される

1960年　世界デザイン会議が開催される

1962年　キューバ危機が起こる

1964年　東京でオリンピックが開催される
1965年　ベトナム戦争が勃発する

1969年　アポロ11号が月面に着陸する
1970年　大阪で万国博覧会が開催される

1973年　アメリカ軍がベトナムから撤退する
1977年　ポンピドゥーセンターが開館する

1980年　イラン・イラク戦争が勃発する

1981年　「ゲルニカ」がアメリカからスペインへ返還される

1986年　チェルノブイリ原発事故が起こる
1989年　ベルリンの壁が崩壊する
1991年　ソビエト連邦が解体される
1993年　ヨーロッパ連合（EU）が形成される

1997年　香港がイギリスから中国へ返還される

2001年　アメリカ同時多発テロが起こる

2011年　東日本大震災が起こる
2020年　新型コロナウイルスが世界的に流行する

UIデザイン
スマートフォンの画面

ソーシャルデザイン
避難所用紙の間仕切りシステム 2020年　坂茂

インダストリアルデザイン
デスクランプ 1936年　クリスチャン・デル

ミッドセンチュリー
イームズシェルチェア 1950年　
チャールズ＆レイ・イームズ

北欧モダンデザイン
花瓶 1936年発表、1950年代頃から広く普及
アルヴァ・アアルト

ユニバーサルデザイン
スプーンとフォーク 1988年　エルゴノミデザイン

★ポストモダン
福岡県のホテル 1989年　アルド・ロッシ

CIデザイン
企業のポスター 1981年　ポール・ランド
ミニマリスム
光の教会 1989年　安藤忠雄

アーツ・アンド・クラフツ運動
いちご泥棒 1883年　ウィリアム・モリス

★アール・ヌーヴォー
脚付杯フランスの薔薇 1901年頃　
エミール・ガレ
ウィーン工房
アームチェア 1903～1904年頃　
コロマン・モーザー

ドイツ工作連盟
電気ケトル 1909年　ペーター・ベーレンス

★ロシア構成主義
5か年計画のためのポスター 1930年　
グスタフ・クルツィス

デ・ステイル
レッド・アンド・ブルー 1918年
ヘリット・トーマス・リートフェルト

★バウハウス
バウハウス校舎 1925～26年　
ヴァルター・グロピウス
アール・デコ
クライスラー・ビル 1930年　
ウィリアム・ヴァン・アレン

モダニズム
サヴォア邸 1931年　ル・コルビュジエ

写真の始まり
❶ル・グラの自宅窓からの眺め 1827年
ジョゼフ・ニセフォール・ニエプス

芸術としての写真
❷終着駅 1893年　アルフレッド・スティーグリッツ

小型カメラの登場
❸ノルマンディー上陸作戦 1944年　
ロバート・キャパ
❹『LIFE』創刊号 1936年

カラーフィルムの登場

写真集『決定的瞬間』発行
❺サン・ラザール駅裏、パリ、フランス 1932年
アンリ・カルティエ・ブレッソン
❻三沢の犬 1971年　森山大道

ニュー・トポグラフィクス
❼WATER TOWER 1970～98年
ベルント・ベッヒャー、ヒラ・ベッヒャー
ニュー・カラー
❽メンフィス 1973年　
ウィリアム・エグルストン

ポストモダン
❾無題 #96 1981年　シンディー・シャーマン

デジタルカメラの登場
10Amazon 2016年　アンドレアス・グルスキー

カメラ付き携帯電話の登場

SNSで写真が共有されるように

映像の起源
走る馬 1878年　エドワード・マイブリッジ
ゾートロープ 1880年頃

映画の誕生
❶ラ・シオタ駅への列車の到着
1895年　リュミエール兄弟

音声付き映画とカラー映画
❹オズの魔法使い 1939年　
ヴィクター・フレミング

★メディアアートの展開
11映像装置としてのピアノ 1995年　岩井俊雄

世界を席巻する日本のアニメ
12AKIRA 1988年　大友克洋

デジタル技術を活用した映像表現
13アバター 2009年　ジェームズ・キャメロン

21世紀の映像メディア表現
14Namoo 2021年　エリック・オー
15Perfume　“Reframe 2019”　2019年　
真鍋大度ほか

13鮭 1877年頃　高橋由一

14坑夫 1907年　荻原守衛

15麗子 1921年　岸田劉生

16海　1929年　古賀春江

❶火焔型土器No.1　縄文時代中期

❷埴輪踊る人々 6世紀

❸法隆寺金堂・五重塔 7世紀後半
❹阿修羅像 734年

❺源氏物語絵巻夕霧 12世紀

❾鶴下絵三十六歌仙和歌巻 17世紀前半
絵：俵屋宗達　書：本阿弥光悦

❽唐獅子図屏風 16世紀　狩野永徳

10八橋蒔絵螺鈿硯箱
18世紀　尾形光琳
11樹下鳥獣図屏風
18世紀後半～19世紀前半　
伊藤若冲
12三代目大谷鬼次の江戸兵衛
1794年　東洲斎写楽

❻四天王立像のうち多聞天 13世紀

「火焔型土器」
の解説動画

「琳派」
の解説動画

「樹下鳥獣図屏風」
の解説動画

17電気服　1956／1986年　田中敦子

エコデザイン
ハイブリッドカー

19ミラールーム（かぼちゃ）
1991／1992年　草間彌生

20そして、それから、、、。。。僕は変わってしまう。
昨日の僕は、皮を一枚脱いだ昆虫のように、
変わってしまうのだ
2009年　村上隆

18太陽の塔 1969～70年　岡本太郎

「太陽の塔」の
解説動画

❼慧可断臂図
1496年　雪舟

ギリシャ彫刻の
「コントラポスト」は、
その後の人体表現に
影響を与えたよ。

★アンフォルメルと抽象表現主義
27人質 1944年　ジャン・フォートリエ
28収斂、1952 1952年　ジャクソン・ポロック

★ポップアート
29キャンベル・スープ缶（黒豆） 1968年　
アンディ・ウォーホル

★ミニマルアート
30無題 1967年　ドナルド・ジャッド
★コンセプチュアルアート
31一つと三つの椅子 1965年　ジョゼフ・コスース

ランドアート
32スパイラル・ジェッティー 1970年　
ロバート・スミッソン
★ニューペインティング
33青いヌードと剣 1979～80年　
ジュリアン・シュナーベル

パブリックアート
34ママン 1999／2002年
ルイーズ・ブルジョワ

❶ラスコー洞窟の壁画　前15000年頃
美術のはじまり

❷トゥト・アンク・アメン王
（ツタンカーメン王）の黄金のマスク
前1355年頃

★古代エジプト

★ギリシャとローマ
❸パルテノン神殿　前447～432年
❹槍をもつ人　前1世紀～後1世紀頃
❺プリマ・ポルタのアウグストゥス
14～29年頃

★ロマネスク
❽ピサ大聖堂 11～13世紀

★ゴシック
❾美しき絵ガラスの聖母 1180年頃

★ルネサンス
10ダヴィデ 1440年頃　ドナテッロ
11最後の晩餐 1495～98年頃　
レオナルド・ダ・ヴィンチ
121500年の自画像 1500年
アルブレヒト・デューラー

★バロック
13教皇インノケンィウス10世 1650年　
ディエゴ・ベラスケス
14パリスの審判 1632～35年頃　
ピーテル・パウル・ルーベンス
★ロココ
15恋のなりゆき：逢引 1771～72年　
ジャン・オノレ・フラゴナール
★新古典主義
16グランド・オダリスク 1814年　
ドミニク・アングル
★ロマン主義
17民衆を率いる自由 1830年　
ウジェーヌ・ドラクロワ

★レアリスム
18落ち穂拾い 1857年　
ジャン・フランソワ・ミレー

★ビザンティン
❻皇帝ユスティニアヌス、司教マクシミアヌス、
聖職者、侍臣、兵士 547年
★初期中世
❼福音書記者聖マルコ像 800年頃

彫刻の新しい表現
19考える人 1881～82年　オーギュスト・ロダン

★ジャポニスム

★印象主義
20睡蓮 1903年　
クロード・モネ

★ポスト印象主義
21リンゴとオレンジ
1899年頃　ポール・セザンヌ
★フォーヴィスム
22帽子の女 1905年　
アンリ・マティス

アニメーションの誕生
❷ファンタスマゴリー 1908年　エミール・コール
❸恐竜ガーティー 1914年　ウィンザー・マッケイ

★キュビスム
23アンブロワーズ・ヴォラールの肖像
1910年　パブロ・ピカソ
★抽象美術
24コンポジションⅦ 1913年
ヴァシリー・カンディンスキー

★ダダイスム
25泉 1917年　
マルセル・デュシャン

★シュルレアリスム
26記憶の固執 1931年
サルバドール・ダリ

「レオナルド・
ダ・ヴィンチ」
の解説動画

「ルネサンス」
の解説動画

「ジャポニスム」の
解説動画

「印象主義」の
解説動画

「ポスト印象主義」の
解説動画

「キュビスム」の
解説動画

「パブロ・ピカソ」の
解説動画

「泉」の
解説動画

「シュルレアリスム」の
解説動画

ポール・セザンヌ

美術史・デザイン史・
写真史・映像表現史 一覧
教科書の以下のページに掲載された用語や作品、作者などを時代順にまとめた。
一般史も合わせて参照し、美術の歴史について理解を深めよう。

「西洋美術史年表」（P.42～44）

「20世紀後半以降の美術」（P.45）

「日本美術史年表」（P.46～47）

「デザイン史年表」（P.64～65）

「写真史年表」（P.76～77）

「映像表現史年表」（P.78～79）

「四天王立像」
の解説動画

明治以降、日本人は海外の
美術家を教師として招いたり、
ヨーロッパに留学したりすることで、
西洋美術を，学んだんだ。

明治時代
開国によって外国の文物や技術
が流入し、急激な西洋化が進ん
だ。油絵を本格的に習得する者
も現れ、江戸時代以前とは異な
る表現が誕生した。

平安時代
遣唐使が停止されたことをきっ
かけに、中国風ではなく日本風
の「和様」の文化が花開いた。

昭和時代
（1945～）
第二次世界大戦後、具体美術
協会や「もの派」の作家などによ
り、多様な作品が生み出された。
また70年には日本万国博覧会
（大阪万博）が開催された。

平成時代以降
美術団体やグループに所属せず
に、個人として表現する作家が
増えた。草間彌生、村上隆など
の作家が、国際的に高い評価を
得て活躍している。

縄文・弥生・古墳時代
縄文時代の日本では土器が盛
んにつくられた。また弥生時代
には、東アジアから青銅器や鉄
器が伝わり、銅鐸などがつくら
れるようになった。古墳時代には、
権力者のための美術が増加。古
墳には人や動物を模した埴輪な
どが納められた。

飛鳥・奈良時代
朝鮮半島から仏教が伝わり、建
築や美術工芸品に関する技術
がもたらされた。奈良時代にな
ると遣唐使により中国の文化が
取り入れられた。

カラーフィルムの登場カラーフィルムの登場

映画表現の展開
❺市民ケーン 1941年　
オーソン・ウェルズ

アニメーションの多様な表現
❼線と色の即興詩 1955年　ノーマン・マクラレン
❽霧の中のハリネズミ 1975年
ユーリ・ノルシュテイン
❾道成寺 1976年　川本喜八郎
ビデオアートの登場
10TV Garden 1974～77／2002年　
ナムジュン・パイク

テレビの普及
❻鉄腕アトム 1963～66年　手塚治虫❻鉄腕アトム 1963～66年　手塚治虫

20世紀の後半から現代に
かけては、新しい表現や
考え方が次々と生まれ、
影響し合いながら発展したよ。

テレビが一般の家庭に
普及したことで、映像が
身近なものになったよ。

鎌倉・南北朝時代
支配層が貴族から武士へと変わ
り、美術でも新たな表現が生ま
れた。力強い作風の仏像や写実
的な肖像画がつくられた。

室町時代
室町幕府の後押しにより禅宗が
広まった。禅宗の寺院では、水
墨画の制作が盛んに行われた。

安土桃山時代
織田信長や豊臣秀吉が政権を
握り、権力を示すために美術を
利用した。

江戸時代初期
京都、そして新たに発展した江
戸の2拠点で、絵画の黄金時代
が到来した。

江戸時代 中・後期
京都では円山応挙や伊藤若冲、
曽我蕭白など、個性的な絵師た
ちが活躍した。江戸では庶民の
ための美術として、浮世絵が人
気を博した。

大正・昭和時代
（～1945）
西洋美術の動向と呼応するよう
に美術団体やグループが新設さ
れ、さまざまな作品が生まれた。
しかし、第二次世界大戦の本格
化とともに自由な制作活動は難
しくなっていった。

★のついた用語については、見出しの部分
をタップ／クリックすると、解説文を読むこ
とができる。また のマークのついた箇所
をタップ／クリックすると、用語や作家、作
品についての解説動画とを見ることができ
る。学習の参考にしよう。

「デザイン」という概念は、産業革命によって日
用品が大量生産されるようになった、19世紀半
ばに生まれた。それ以降、デザインは社会状況
の変化に対応しながら、時代や地域によってさ
まざまに展開している。

19世紀前半、ニエプスとその共同研究者ダゲー
ルが発表した写真術「ダゲレオタイプ」が、写真
の始まりといわれる。それ以降、撮影機材の進
歩とともに、さまざまな表現が生まれている。

映像技術は19世紀末に発明され、その後急速
な発展を遂げた。現在では、デジタル技術の進
歩により、VR（仮想現実）やAR（拡張現実）が
映像に取り入れられるようになっている。

色の資料 作家・作品関連動画 美術・デザイン・写真・
映像表現の歴史

グランド・ジャット島の
日曜日の午後
（P.14）

シュルレアリスム
（P.16、P.44）

作品解説美術史用語解説

鑑賞を深める解説動画 高校生に知ってほしい美術史用語、作家や作品を、わかりやすく5分で解説しました。

色の資料 三原色体感ツール P.119

［全5本］
 色の三属性と色立体（動画） P.120

 色の対比（動画） P.122

 色の同化（動画） P.122

 さまざまな配色の例（静止画） P.124

全国の  身近なものを描く P.6

高校生の作品 風景を描く P.8
［約500点］

 想像した世界を描く P.16

 自己を表す P.22

 集めてつくる P.38

 伝えるデザイン P.50

 写真で表す P.68

 アニメーションをつくる P.72

作家・作品  画家・中島千波 花のスケッチ P.6

関連動画 作家・藤岡祐機の制作風景 P.20
［全6本］

 彫刻家・舟越 桂 ドキュメンタリー P.37

 映像作品「DEADLINE post-it stop motion」 P.72

 映像作品「日々の音色」 P.75

 エマニュエル・ムホー「100 colors no.35」 P.128

美術史用語 美術史用語 P.42 

［全42項目］

学習を支える 美術・デザイン・写真・映像表現の歴史（PDF） P.42、46、64、76、78

資料 さまざまな絵の具について知ろう（PDF） P.89
［全4本］

 発想を広げるツール　10種（PDF、JPG） P.114

 鑑賞を広げる言葉集（PDF） P.117

学習に役立つ アプリケーションについて詳しく知ろう 
P.53リンク （武蔵野美術大学 美術館・図書館）

［全2リンク］
 作品「老人と海」について詳しく知ろう P.72

項目 QRコード掲載ページ

技法動画  水墨画のさまざまな技法 P.26

［全20本］
 鉛筆の削り方 P.81

 鉛筆の持ち方 P.81

 鉛筆でグラデーションをつくる （1ますごとのグラデーション） P.82

 鉛筆でグラデーションをつくる （ひと続きのグラデーション） P.82

 練りゴムの使い方 P.82

 ぼかし方の基本 P.82

 鉛筆で静物を描く（鉛筆でリンゴを描く） P.84

 鉛筆で静物を描く（鉛筆で質感の異なるものを描く） P.84

 鉛筆で石膏像を描く P.86

 鉛筆で手を描く P.88

 水彩絵の具で風景を描く P.90

 油絵の具で静物を描く P.92

 油絵の具の片づけの手順 P.93

 アクリルガッシュでポスターを制作する P.95

 日本画の絵の具で花を描く P.96

 多版多色刷木版の手順 P.99

 ドライポイントの手順 P.100

 粘土で手の彫刻をつくる P.102

 レタリングの手順 P.104 

解説動画  用語解説「キュビスム」 P.5、43

［全20本］
 用語解説「印象派」 P.9、42

 用語解説「ポスト印象派」 P.14、43

 用語解説「シュルレアリスム」 P.16、44

 用語解説「ジャポニスム」 P.34、42

 用語解説「ルネサンス」 P.44

 用語解説「琳派」 P.46

 作家解説「パブロ・ピカソ」 P.5、23、43

 作家解説「フィンセント・ファン・ゴッホ」 P.22

 作家解説「葛飾北斎」 P.35

 作家解説「レオナルド・ダ・ヴィンチ」 P.44

 作品解説「グランド・ジャット島の日曜日の午後」（ジョルジュ・スーラ） P.14

 作品解説「雲龍図」（曽我蕭白） P.26

 作品解説「鳥獣人物戯画  甲巻」 P.32

 作品解説「諸国瀧廻り 下野黒髪山きりふりの滝」（葛飾北斎） P.35

 作品解説「泉」（マルセル・デュシャン） P.44

 作品解説「火焔型土器」 P.46

 作品解説「樹花鳥獣図屏風」（伊藤若冲） P.46

 作品解説「四天王立像」 P.47

 作品解説「明日の神話・太陽の塔」（岡本太郎） P.47

項目 QRコード掲載ページ
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表現を支える技法動画 高校美術でよく使われる技法を網羅し、丁寧に解説しました。全20本

全20本


